
３年・№３ Ｒ１. ６.１９親と子で読む学年だより
学年目標「誰からも応援される人になろう！」
～素 敵 な 人 に な ろ う～
～卒業式を感動の涙でいっぱいにしよう～

［三中の伝統 「歌おう集会」６月２１日開催・・・！］
先輩たちから引き継いだ三中の伝統である「合唱 。その伝統を守りさらに後輩たちへ継承し」

ていく立場となった３年生。今回の歌おう集会の学年合唱で披露するのは『あなたへ』です。
とても難しい曲ですが、３年生としてのプライドをかけて成功させようという意欲が伝わって

きます。

『あなたへ』の歌詞では 「果てしない空へ 旅立ってゆくのですね」に見られるような第三、
者的視点から、新たな人生のステージへ旅立っていく若者へ、信じ合えることの喜びと、悲しみ
に裏付けられた優しさの尊さを、旅立ちのメッセージとして切々と歌い込んでいます。

歌詞をよく見てみますと、前半では「白 「輝く 「未来 「温かい」などの明るく希望あ」、 」、 」、
ふれるポジティブな世界が描写されているのに対し、後半の歌詞で人間の心の闇・黒い負の部分
・ネガティブな側面が対置されています。こうした対照的な歌詞の配置には、心の闇に負けず、
人との絆を大切に人生を歩んで行ってほしいという作者のメッセージが込められていると思われ
ます。
そんな思いを込めて３年生全員で歌います。放課後の短い時間の中で各教室や廊下で練習を積

み重ねてきました。
今回の学年だよりでは、指揮者・伴奏者・曲紹介者に歌おう集会に向けての意気込みを書いて

もらいました。彼らの思いを感じ取ってみてください。

指揮者 秋山 聡太
僕は３年生の合唱を、後輩から尊敬され他学年の見本となるようなものにしていきたいと

思っています。そのために、まず自分は強弱のついた分かりやすい指揮を振れるようにして
いきたいと思っています。特に、サビのところなど分かりやすいようにしていきたいです。
そして、まだ合唱の前に、声の大きさや姿勢、無駄口など基本的な事がまだまだできていな
いので積極的に注意していきたいと思います。そして、歌おう集会に向け、他の出来ていな
いところなど改善し、よりよい合唱をつくっていけるようにしていきたいと思います。

伴奏者 芦原 暖
私は伴奏者として、歌おう集会までの時間を有効に使い、曲の雰囲気を理解し、指揮者や

皆と協力して、１・２年生にさすが３年生だと思われるような、私達３年生だからこそ出来
る最高の合唱にしたいです。また、本番でミス無く弾けるように、練習から頑張ります。
「あなたへ」はとても良い曲なので、聞いている多くの人達に感動をしてもらえるようにし
たいです。
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曲紹介者 佐藤 葉月
、「 」 。 。私達３年生が歌う曲は あなたへ です この曲は筒井雅子さんが作詞・作曲しました

私達は来年の４月から皆、別々の道を歩みます。きっと新しい世界には、楽しいことだけで
、 。 、 、はなく 辛いこともたくさんあると思います でも自分を信じ 一歩一歩前へ進んで行けば

必ず夢は叶い、素晴らしい世界が待っていると思います。苦しい時は、友達と助け合い、笑
い合い、語り合った日々を思い出し、乗り越えていきたいです。
そんな思いを表現する為に、私達はパート練習を一生懸命頑張ってきました。楽譜にある

記号、言葉の意味を考えながら男子の力強い歌声に、女子の美しい声を乗せて表現します。
私達１２０人でしか出せない音、表せない色を聞いてください。

［保護者の皆様へ・・・！］
４月、年度初めの学年集会で私の方から「今年は３年生皆さんにとって、毎日が三中で過ごす

最後の日になります。来年の今日は三中にいません。毎日を有意義に過ごしましょう 」という。
話をさせていただきました。
今回の「歌おう集会」も文字通り３年生にとって最後となります。３年生の頑張っている姿、

三中の最上級生として誇りをもって歌っている姿を是非見て上げてください。
今後の学校行事においても時間の許す限り学校へ足を運んでいただければ幸いです。
また、先週で定期テストが終わりました。次は中体連に向けて生徒達は最後の力を振り絞るこ

とになります。それが終わるといよいよ受験に向けて勉強に切り替えることになります。
お子さんの進路選択に対して的確なアドバイスをしてあげてください。子どもにとって親に応

援してもらったり、相談に乗ってもらったりすることが何より心強いことだと思います。

３年生になって２ヶ月間の御子様の様子や学年だよりの感想など記入して頂けると今後の指導
の役に立てられると思います。各御家庭と学校とが同じ方向を向き、一人一人の生徒を大切に育
てていきたいと思っております。時間のない中で申し訳ございませんが、よろしくお願いいたし
ます。
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